
 

国立大学法人島根大学役員会（第４３４回）＜議事要録＞ 

 

 
日 時  令和８年４月２１日（火） １４：００ ～ １５：０５ 

場 所  本部棟５階 大会議室（TEAMS 利用） 

出席者    大谷学長、増永理事、松崎理事、金山理事、椎名理事、宮内理事、宮脇理事、毛利理事 

オブザーバー  吉田監事、栗原監事 

〔陪席：企画部長、研究・地方創生部長、教育・学生支援部長、総務部長、 

財務部長、松江地区学部等事務部長、医学部事務部長、監査室長事務取扱〕 

 

議決事項１ 第４期中期目標期間における研究業績説明書（案）について 

○ 増永理事から資料に基づき、第４期中期目標期間における研究業績説明書（案）について説明が

あり、審議の結果、原案どおり議決された。 

 

議決事項２ 国立大学法人島根大学と独立行政法人日本貿易振興機構との間における包括的な 

連携推進に関する協定の締結について 

○ 学長から資料に基づき、国立大学法人島根大学と独立行政法人日本貿易振興機構との間における

包括的な連携推進に関する協定の締結について説明があり、審議の結果、原案どおり議決された。 

 

議決事項３ 島根大学医学部附属病院長候補者選考会議委員の選出について 

 ○ 学長から資料に基づき、島根大学医学部附属病院長候補者選考会議委員の選出について説明

があり、審議の結果、原案どおり議決された。 

 

議決事項４ 内部統制システムにおける定期モニタリングのテーマ選定について 

○ 金山理事から資料に基づき、内部統制システムにおける定期モニタリングのテーマ選定について

説明があり、審議の結果、原案どおり議決された。 

 

議決事項５ 公的研究費等の不正使用の防止に関する規則の一部改正について 

○ 宮内理事から資料に基づき、公的研究費等の不正使用の防止に関する規則の一部改正について説

明があり、審議の結果、原案どおり議決された。 

 

報告事項１ 令和７年度資金運用報告について 

○ 宮内理事から資料に基づき、令和７年度資金運用報告について報告があった。 

 

報告事項２ 令和８年度公的研究費等の不正使用防止に関する教育及び啓発活動の実施計画に 

ついて 

○ 宮内理事から資料に基づき、令和８年度公的研究費等の不正使用防止に関する教育及び啓発

活動の実施計画について報告があった。 

 

報告事項３ 公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和８年度第１四半期） 

について 

○ 宮内理事から資料に基づき、公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和８年度

第１四半期）の実施計画及び周知等について報告があった。 

 

報告事項４ 附属病院運営状況について 



 

○ 椎名理事から資料に基づき、附属病院運営状況について報告があった。 

○ 増永理事から、稼働率上昇と収入との関係について質問があり、椎名理事から、稼働率の上

昇が必ずしも収入増につながるものではないこと、及び診療単価の上昇により収入が増加して

も、減益となる場合があることから、引き続き経営努力が必要であるとの回答があった。 

 

報告事項５ 副学長の業務執行状況について 

○ 資料に基づき、書面による報告があった。 

 ○ 吉田監事から、セクストーションに関する啓発活動について、前回の報告時に課題とされたも

のの、今回の報告で記載がないことについて質問があり、金山理事から、手口の変化や学内にお

ける相談状況を踏まえ、周知方法を慎重に検討していることから、今回の報告には記載していな

いとの回答があった。関連して、吉田監事から、成果検証と現時点の主要な課題を明確にするた

め、報告書に課題認識の項目を設けてはどうかとの意見があった。 

 ○ 続けて、吉田監事から、重点分野であるマテリアル研究について、執行部として、継続的にコ

ミュニケーションを取り、現場の実情に即した対応を検討していただきたいとの意見があった。

学長から、組織の位置づけや研究・教育・社会実装の役割を整理し、あらためて関係者で認識を共

有したいとの発言があり、続けて、毛利理事から、実行可能な目標を明確化するとともに、産業側

の意向を踏まえ、当事者として具体的な取組を着実に進めていくとの発言があった。 

  

報告事項６ 全学委員会の議事報告について 

○ 資料に基づき、書面による報告があった。 

 


